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一番近いお気に入りになるだろうか。  

タバコとその値段 

コーヒーショップ 
 
タバコとその値段 

最近、タバコを止めた。これが最

初ではないのだが、何かと不自由を

強いられるので思い切って止めてし

まった。ヨーロッパは、喫煙に対し

て比較的肝要だと思っていたのだが

そのような認識は持たないほうがい

いことがわかった。 

それにタバコを止めるとその反動

で食が進み太気味になるのだが、そ

こは英国、美味しいものが少ないせ

いかタバコを止めても食は進んだと

思うが太るまでにはいたっていない。

つまりタバコを吸いつづけていたら、

英国の食事の不味さで痩せてしまう

ということだったのだろうか。 

ちなみにタバコの値段を紹介する

と一箱（マルボロライト２０本入り）

の値段は￡4.3（8６0 円）日本の 3

倍に相当する。一日一箱消費したと

仮定すると一ヶ月当り 26000 円に

なります。結構な出費ですね。 

タバコを止めたその反動でコーヒ

ーへの欲求がさらに強くなってきた。

どこにいてもよく飲むほうなのだが、

ここロンドンでは特にその傾向が増

幅しそうだ。 

コーヒーショップ 

ロンドンではパリの街角にあるよ

うなカフェは見かけない。パブがそ

の代わりなのだろうか。私はまだ良

く知らない。パリのようにカフェに

さっと入って、エスプレッソを注文

する。ウエイターがマシンにコーヒ

ーを詰め蒸気でエキスを抽出するよ

うにエスプレッソを搾り出す。そし

てカウンターにさっとエスプレッソ

が出される。この一連のコーヒー粉

末を詰める音、抽出する蒸気の音、

絞り出てくるカフェの音と香りなど、

リズミカルな動作の中からサーブさ

れるエスプレッソはなんともいえな

い。ついつい 2 杯目をお代わりして

しまう。 

そう言ってもここはロンドン、カ

フェがないわけではない。セクシー

さに欠けるが街中カフェはある。ラ

ッセルスクエアガーデンの中に、

Café in the Park というカフェがある。

（写真参照）ここは冬季、日曜は休

みだが夏季は土日ともオープンして

いる。今の住まいから言うとここが

それからこれは記しておかなけれ

ばならないのであるが、ロンドンに

コーヒーを紹介したのはスターバッ

クスかと思うほど、その数が多

い。犬も歩けばスタバに当るほ

どだ。東京も例外ではないです

が。しかし、大学の中には一つ

もない。これはユニオンが牛耳

っているからなのだろうか。こ

の辺は合理的な米国の大学と

は運営の方針が大きく異なる。 

以下、身近なコーヒーのレポ

ートである。ラッセルスクエア

界隈の大学関連を中心に試し

た。 

International House 

一番身近なのは International Hall の食

堂で飲めるコーヒー。しかしここは

インスタント。したがっていつも紅

茶、これも濃い液がお湯と一緒に出

てくるインスタントタイプなので関

心はしていない。それにミルクを足

してごまかして飲む。 

Institute of Education 

ここのユニオン食堂のコーヒーは、

空港のラウンジにあるような豆を挽

いてその場で入れるタイプ。通学経

路の途中ということもありよく立ち

寄る。朝、比較的空いているし、本

が読みやすい。が最近味に飽きてき

た 72Ps 也。でも良くいく。 

UCL Union (Bloomsbury Theatre) 

中コーヒー75Ps。フィルター出し。

味は並。それ以外に思い当たらない。 

UCL Union Building (GF) 

中コーヒー75Ps。並。 

UCL Student Restraut 

コーヒーは 2 種類ある。70Ps と専用

マシン 90Ps。ランチは混雑する。 

Graduates Lounge (Wilkins) 

PC 端末、ソファー、そしてコ

ーヒーの自動販売機。学食にあ

るのと同じ、９０Ps 也。 

Coffee Republic (Waterstone 

B1) 1.5Ps 

本屋の中なのでいつも込んで

いるがコーヒーの味はユニオ

ンよりは良い。チェーン点の味。

Starbu

 

cks (Russell Square, 

British Muse m, Euston Station, u  

etc.) 

本日のコーヒー1.45Ps。味は日

本のそれと同じ。米国のマネージメ

ントに感心する。コーヒー以外にも

サンドイッチ等あるが非常に高く決

して美味しいものではない。英国人

はよくこれで満足していると思う。 

Middlesex Hospital 食堂 

ここは非常に良心的な価格設定にな

は専門店を越え

ら

っている。コーヒー50Ps.、チーズ野

菜サンドイッチやツナサンドイッチ

が 1.35Pｓと他の UCL 内と比較して

リーズナブル。質も良い。コーヒー

はフィルタ出し、やや薄い。コーヒ

ーはポットに入れてある。その横に

マシンがあるがそれはインスタント

コーヒー。レジに時々中国系のおば

ちゃんが座っている。日本人に興味

津々。1970 年の大阪万博に行った

ことがあり、そのときに京都、奈良

等を旅行してかなり良い印象を持っ

た旨の説明付き。 

概してユニオン系

れない印象。スタバとリパブリッ

ク以外にもいくつか専門店がある。

ここは紅茶の国の印象だがティーバ

ック以外の紅茶は美味しいコーヒー

を探すより難しい。まあ、サボイと

かリッツへいけば別だけど。（あ） 
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